小型無人超音速実験機向けテレメトリー用無線通信装置の開発 by 上羽 正純 & 竹内 僚太郎
小型無人超音速実験機向けテレメトリー用無線通信
装置の開発










○上羽 正純（航空宇宙システム工学ユニット 教授） 






























因すると考えられ，0.2 sec程度で定常追尾制御誤差 0.4°以内に達している． 
 
３－３．高応答追尾アンテナ制御系シミュレーション 
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飛行実証のための距離を勘案して，500 m程度，10 km，100 kmの 3段階の無線伝送距離に区分
して，前 2つの伝送距離の場合には市販の無線通信を，100 kmの伝送距離においては特注品を製
作することとした．500 m程度の無線伝送距離については，XBee Proを使用することとし，その

































































性を把握するための周波数として実験局免許の許可を得た．本実験局免許は平成 27年度 3月 20
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 最大 10 kmまで無線伝送可能な市販品無線通信モジュールの 1 km以下での伝送特性を評価した．
今後，200 m以上での飛行距離における無線伝送特性評価を白老滑空場で進めるとともに，地上
設置の場合の無線通信モジュールそのものの受信率については，今後 3 km程度から順次 10 km程
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